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爛
漫

佐敷川沿いの桜並木（花岡西）
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百花繚乱の季節になりました。佐敷川沿いの
満開の桜並木は美しい桜のトンネルを形成し
ていました。（４月２日撮影）
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３
月
27
日
の
県
知
事
選

挙
で
３
期
目
の
当
選
を
果

た
し
た
蒲
島
郁
夫
知
事
が

３
月
30
日
、
芦
北
町
役
場

に
来
庁
し
就
任
の
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
職
員
ら
に
出
迎

え
ら
れ
た
蒲
島
知
事
は
、

「
芦
北
町
の
皆
様
の
歓
迎

に
感
激
し
ま
し
た
。
県
民

総
幸
福
量
の
最
大
化
に
向

け
情
熱
を
持
っ
て
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。
オ
ー
ル

熊
本
で
地
方
創
生
を
加
速

化
し
、
県
南
地
域
の
振
興

に
も
力
を
入
れ
て
参
り
ま

す
」
と
３
期
目
の
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。

芦北町と八代市が協定
定住自立圏形成に向け

　

芦
北
町
と
八
代
市
が
定
住
自
立
圏
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。
八
代
市
役
所
で
３
月

24
日
、
調
印
式
が
行
わ
れ
、
竹
﨑
一
成
町

長
と
中
村
博
生
八
代
市
長
が
協
定
書
を
取

り
交
わ
し
ま
し
た
。
式
に
は
県
議
会
議
員
、

両
市
町
の
議
会
議
員
な
ど
約
40
人
が
出
席

し
、
調
印
に
立
ち
会
い
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
両
市
町
が
連
携
し
な
が

ら
、
住
民
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
で
、
人
口
流

出
の
抑
制
や
産
業
振
興
な
ど
を
図
り
、
圏

域
一
体
と
な
っ
て
地
域
活
性
化
を
目
指
す

も
の
で
す
。

　

竹
﨑
町
長
は
「
協
定
を
機
に
一
層
交
流

を
深
め
、
相
互
発
展
の
た
め
に
意
見
交
換

し
て
い
き
た
い
」。
中
村
市
長
は
「
産
業

や
文
化
面
で
も
連
携
し
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
方
圏
を
形
成
し
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

連
携
す
る
分
野
は
医
療
、
福
祉
、
産
業
、

観
光
、
交
通
な
ど
多
岐
に
及
び
ま
す
。
今

年
度
策
定
す
る
定
住
自
立
圏
共
生
ビ
ジ
ョ

ン
の
中
で
、
具
体
的
な
取
り
組
み
が
検
討

さ
れ
ま
す
。

人
口
流
出
を
食
い
止
め
る
自
治
体
間
連
携

具
体
的
な
取
り
組
み
を
28
年
度
に
策
定

蒲 島 知 事 が 来 庁
３期目の就任を報告

　芦北町ふるさと寄附金・
　移住定住特設サイト開設

　芦北町ふるさと寄附金・移住定住特設サイト「よし
きた！」を開設しました。ふるさと寄附金（納税）の
特典である返礼品も数多く取りそろえています。
　移住定住のための空き家情報や移住者の声なども紹
介しています。

スマートフォン
でもご覧になれ
ます。

よしきた　芦北 検索

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

返
礼
品
も
充
実
し
て
い
ま
す

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

返
礼
品
も
充
実
し
て
い
ま
す

人 口　　　１８，３１２人　  （−８７）

男 　　　　８，６１４人　  （−４６）

女 　　　　９，６９８人　  （−４１）

65 歳以上　　　　７，２９３人　  （＋１０）

世 帯 数　　　　７，４３８世帯（ー　６）

協定書を取り交わした竹﨑町
長（写真右）と中村市長調印に立ち会った両市町の関係者

抱
負
を
語
る
蒲
島
知
事
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まちのわだいまちのわだい

森田タマヨさん（海浦２）
　３月 21 日、森田タマヨさんが 100 歳の誕生日を迎え、竹
﨑町長から長寿慶祝金が贈られました。森田さんに長寿の秘
訣を尋ねると「好き嫌いなく何でも美味しく食べています。
特にエビフライが大好きです」と元気に話されました。森田
さんは昔のことをはっきりと記憶していて、戦前から戦時中
にかけて水運業を営んでいたご主人と、帆船で長崎まで木材
を運んでいたことや空襲で船が銃撃を受けたときの恐怖は今
でも忘れられないそうです。ご家族は「元気でいてくれるこ
とが本当にありがたいです。周りの方に助けられて過ごして
います」と話していました。

大野産のそばと観光情報をＰＲ

　芦北町消防点検が３月６日、しろやまスカイドームで
行われました。雨天のため、屋内での実施となりました
が芦北町の全 10 分団 415 人が集結し、通常点検による
規律競技が行われました。また、保育園児と幼稚園児も
大きな声ときびきびとした動きで通常点検を披露し、会
場からは大きな拍手が送られました。
　点検終了後に行われた小型ポンプ操法郡大会予選会で
は、各分団とも練習の成果を発揮し、スピードと正確な
動きを競いました。
　規律競技と小型ポンプ操法の結果は次のとおりです。
小型ポンプ操法の上位２チームは今夏町内で行われる郡
大会に出場します。
【規律競技】
１位　機動分団
２位　第 6分団（宮崎、湯浦、女島）
３位　第２分団（田浦、横居木）
【小型ポンプ操法】
１位　第２分団（田浦、横居木）
２位　第１分団（田浦町、波多島、井牟田）
３位　第７分団（丸山、米田、高岡、古石、豊岡、大川内）

試作品の大野産そば 100％の手打ちそばを持つ藤本社長（写
真右）と松﨑さん

　福岡市で自然食品専門店「ファーム」を経営する（株）
サーパスの藤本文章社長と大野地区のそば生産者松﨑俊
介さんがそばの契約栽培や観光 PR に関する覚書を３月
23 日に締結しました。この覚書に基づき、松﨑さんが
大野産そばを今年４月から農薬や化学肥料を一切使わず
に栽培し、収穫後同店に供給。同店では自然食レストラ
ンのメニューとして提供されます。また、同店に新たに
芦北町の PR コーナーを設け、町の観光情報の紹介や特
産品が販売されます。
　ファームでは昨年２月から「岬の御塩」を販売してい
て、その縁で町にそば生産者の紹介を依頼していました。

　東日本大震災で被災した福島の小学生を芦北町に招
き、地元の子どもたちと交流する「コヨット in くまもと」
（生協くまもと主催）が３月 28 日から 30 日まであしき
た青少年の家を拠点に行われました。
　福島からは小学生 11 人が訪れ、県内の児童 14 人と
交流。甘夏収穫体験やローラーリュージュなどを楽しみ
ました。参加した田浦小６年の中野琉美さんは「福島の
子どもたちは元気いっぱいで、すぐに仲良くなった。もっ
と一緒にいたい」と打ち解けた様子で交流を楽しんでい
ました。

福島県の小学生が芦北で交流

お土産の岬の御塩使用のラスクを手に記念撮影

祝 100 歳おめでとうございます

岡田尚大さん

　　第 27 回全国高等学校
　ボクシング選抜大会

　ライトウェルター級

九州学院高 2年
小田浦５

準優勝

期日：３月 22 日〜 26 日
場所：福島県会津若松市河東総合体育館

　

３
月
に
京
都
で
行
わ
れ
た
全
瓦
連
技
能

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６
。
瓦
ぶ
き
の
技
術

で
日
本
一
を
競
う
こ
の
大
会
で
、
３
位
と

な
る
総
務
大
臣
賞
を
受
賞
し
た
㈲
佐
敷
瓦

工
業
所
の
工
木
雅
晴
さ
ん
（
36
）
に
話
を

伺
い
ま
し
た
。

　

工
木
さ
ん
は
高
校
を
卒
業
し
た
18
歳
か

ら
こ
の
道
に
入
り
、
今
年
で
18
年
。
瓦
ぶ

き
職
人
と
し
て
培
っ
た
技
術
で
全
国
３
位

と
い
う
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
に
出
場
し
た
九
州
大
会
で

２
位
に
入
賞
し
熊
本
県
代
表
と
し
て
今
回

の
全
国
大
会
へ
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
矢
先
の
昨
年
８
月
25
日
、
台
風
15
号

が
九
州
を
直
撃
。
町
内
各
地
で
屋
根
瓦
が

飛
ぶ
被
害
が
発
生
し
、
工
木
さ
ん
も
復
旧

作
業
に
追
わ
れ
る
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

本
格
的
に
練
習
に
取
り
組
ん
だ
の
は
今

年
１
月
か
ら
で
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
あ
と

の
午
後
７
時
か
ら
10
時
ま
で
を
練
習
時
間

に
あ
て
ま
し
た
。
練
習
期
間
中
に
体
重
は

７
〜
８
㌔
落
ち
、
３
人
の
子
ど
も
た
ち
と

は
、
ほ
と
ん
ど
顔
を
あ
わ
せ
る
時
間
も
な

か
っ
た
と
苦
笑
す
る
工
木
さ
ん
。「
家
族

の
協
力
も
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
っ
た
」

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

工
木
さ
ん
は
「
こ
れ
か
ら
も
お
客
さ
ん

み
ん
な
が
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
仕
事
を

し
て
い
き
た
い
」
と
気
を
引
き
締
め
ま
す
。

ま
た
、「
切
磋
琢
磨
し
て
技
術
を
向
上
さ

せ
、
後
進
の
育
成
に
も
あ
た
り
た
い
」
と

瓦
業
の
未
来
を
担
う
人
材
と
し
て
歩
み
始

め
て
い
ま
す
。

　

瓦か
わ
ら

ぶ
き
技
能
で
総
務
大
臣
賞
を
受
賞

全ぜ
ん
が
れ
ん

瓦
連
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
１
６

工木 雅晴さん

（花岡西）

消防団員が集結　町消防点検

保育園児による通常点検　「気をつけ！」『ハイ！』

キビキビとした動きで小型ポンプ操法を行う消防団員
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３
月
16
日
、
水
俣
・
芦
北
地
域
木
材
需
要

拡
大
協
議
会
、
水
俣
・
芦
北
年
輪
会
、
芦
北

高
校
か
ら
16
基
の
ベ
ン
チ
が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
水
俣
・
芦
北
地
域
木
材
需
要
拡
大
協
議

会
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
バ
ス
利
用
者
の

利
便
性
向
上
と
、
木
材
の
良
さ
・
あ
た
た
か

さ
を
感
じ
て
も
ら
お
う
と
寄
贈
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

寄
贈
さ
れ
た
ベ
ン
チ
の
設
計
や
木
材
の
準

備
は
水
俣
芦
北
木
材
協
会
の
若
手
グ
ル
ー
プ

「
年
輪
会
」
に
よ
る
も
の
で
、
組
み
立
て
や

　

芦
北
高
校
農
業
科
の
１
、２
年
生
が
レ
シ

ピ
を
考
案
し
た
ご
当
地
弁
当
「
芦
北
の
玉
手

箱
」
が
、
３
月
５
日
に
開
催
さ
れ
た
「
肥
薩

お
れ
ん
じ
鉄
道
い
い
と
こ
ど
り
ツ
ア
ー
」（
肥

後
銀
行
主
催
）
で
お
披
露
目
さ
れ
、
芦
高
生

ら
か
ら
ツ
ア
ー
参
加
者
へ
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。
弁
当
を
考
案
し
た
芦
高
生
は
「
食
べ
て

も
ら
う
お
客
さ
ん
に
手
渡
し
、
喜
ぶ
顔
を
見

る
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。 芦

高
生
考
案
　
ご
当
地
弁
当
お
披
露
目

　

こ
れ
は
、
く
ま
も
と
県
南
フ
ー
ド
バ
レ
ー

構
想
の
一
つ
と
し
て
行
っ
た
「
ご
当
地
弁
当

コ
ン
テ
ス
ト
」
で
芦
高
生
が
考
案
し
た
レ
シ

ピ
を
参
考
に
、
Ｊ
Ａ
あ
し
き
た
が
商
品
化
し

た
も
の
。
あ
し
き
た
牛
や
サ
ラ
た
ま
な
ど
の

ご
当
地
食
材
を
使
っ
た
料
理
11
品
が
入
っ
て

お
り
、
芦
北
の
魅
力
の
詰
ま
っ
た
弁
当
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ニ
ス
塗
り
な
ど
の
仕
上
げ
は
芦
高
林
業
科
の

生
徒
の
皆
さ
ん
が
手
が
け
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
芦
高
生
代
表
の
釜
拓た
く
や冶

さ

ん
が
「
組
み
立
て
や
ニ
ス
塗
り
を
担
当
し
ま

し
た
。
利
用
者
の
役
に
立
て
ば
嬉
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
贈
呈
さ
れ
た
ベ
ン
チ

は
町
内
の
バ
ス
停
な
ど
15
カ
所
に
設
置
さ

れ
、
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　４月９日、１０日にはファーマーズマーケットでこぽんで、「芦
高コラボ駅弁　芦北の玉手箱」として限定販売され、店頭に並んだ
３０食はあっという間に完売していました。今後もイベントなどで
販売される見込みです。

木
製
ベ
ン
チ
16
基
を
寄
贈

　

乙
千
屋
川
の
自
然
再
生
と
ホ
タ
ル
の
生
育

環
境
つ
く
り
を
目
的
に
、
乙
千
屋
川
に
ネ
コ

ヤ
ナ
ギ
を
植
栽
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
芦
北
地
域
振
興
局
が
、
ホ
タ
ル
生
育

環
境
再
生
に
取
り
組
む
芦
高
林
業
科
ホ
タ
ル

班
と
地
域
住
民
に
呼
び
か
け
た
も
の
で
す
。

　

２
月
20
日
に
は
乙
千
屋
公
民
館
で
、
ネ
コ

ヤ
ナ
ギ
の
竹
ポ
ッ
ト
を
製
作
し
ま
し
た
。
こ

の
ポ
ッ
ト
は
、
竹
筒
の
中
に
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
の

枝
木
を
砂
な
ど
で
固
定
し
、
竹
筒
ご
と
川
床

に
植
え
込
む
仕
組
み
。
竹
筒
に
砂
を
入
れ
た

り
麻
ひ
も
を
結
ぶ
な
ど
の
細
か
い
作
業
に
、

ホ
～
タ
ル
こ
い
♪ 

乙
千
屋
川
に
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
植
栽

参
加
者
は
「
難
し
い
」
と
も
ら
し
な
が
ら
も
、

協
力
し
合
い
30
本
の
竹
ポ
ッ
ト
を
製
作
し
ま

し
た
。

　

３
月
10
日
に
は
、
製
作
し
た
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

竹
ポ
ッ
ト
を
乙
千
屋
川
堤
防
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
に
開
け
た
穴
に
植
え
込
み
、
固
定
す
る
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
乙
千
屋
川
に
は

計
75
本
の
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ
が
植
栽
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
し
た
江
口
龍
文
さ
ん
（
乙
千
屋
区

長
）
は
「
ホ
タ
ル
の
舞
う
夏
が
楽
し
み
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

地域に貢献する芦高生 さまざまな場面で活躍中
３月は芦北高校の生徒がさまざまな場面で活躍しました。芦高生の地域貢献の取り組みを紹介します。

（１）教科書費を全額補助
（２）制服・体操服の購入費の一部補助
（３）県納付分の入学金を全額補助
（４）通学定期費用の一部補助
（５）修学旅行費用の一部補助
（６）国家資格取得、各種検定費用の一部補助

（７）海外研修参加費の一部補助
（８）国公立大学入学金全額補助
（９）下宿費用の一部補助
（10）国公立大学入試などの費用の一部補助
（11）レベルアップ講座開催費用補助
（12）新制服のデザイン料などを補助
（13）教室へのエアコン設置費用補助

芦北高校総合支援事業を創設しました
町では芦北高校への入学者を確保し、学校・同窓会・地域が一体となって将来的な存続を図る
ため、平成 28 年度から芦北高校総合支援を創設しました。支援内容は保護者の経済的負担の
軽減、教育環境の整備、生徒の学力向上支援などです。

その１

その２

その３
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総額  

１
６
５
億
２
，４
３
０
万
円

町
の
予
算（
一
般
会
計
の
み
）を

町
民
１
人
当
た
り
に
置
き
換
え
る
と

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
や

効
率
的
な
行
政
経
営　

　

６
万
９
，
８
６
７
円

高
齢
者
・
障
害
者
・
子
育
て

　

15 
万
７
，
３
４
６
円

議
会
経
費
や
予
備
費
な
ど

　

８
，
１
３
５
円

道
路
や
河
川
の
整
備

　

４
万
５
，
７
８
４
円

ご
み
処
理
や
病
気
の
予
防

　

５
万
６
，
０
５
３
円

商
工
業
や
観
光
の
振
興

　

２
万
７
，
６
０
５
円

消
防
活
動
や
防
災

　

２
万
８
４
７
円

農
林
水
産
業
の
振
興

　

３
万
６
０
８
円

借
入
金
の
返
済

　

６
万
４
０
４
円

小
・
中
学
校
や
図
書
館
、

生
涯
学
習
活
動

　

４
万
２
，
９
９
３
円

使用料・手数料（2.8％）
2 億 6,557 万円

繰入金（2.1％）
2 億 382 万円

分担金・負担金（1.2％）
1 億 1,872 万円

諸収入・財産収入・
寄附金（2.4％）
2 億 3,098 万円

繰越金（2.1％）
2 億円

町税（16.8％）
16 億 885 万円

地方交付税（41.1％）
39 億 3,900 万円

各種交付金など（3.4％）
3 億 3,097 万円

地方譲与税（1.2％）
1 億 1,400 万円

国庫支出金（9.8％）
9 億 3,697 万円

県支出金（7.3％）
7 億 22 万円

町債（9.8％）
9 億 4,090 万円

議会費（1.3％）
1 億 2,140 万円

商工費（5.3％）
5 億 945 万円

予備費（0.0％）
471 万円

消防費（4.0％）
3 億 8,473 万円

教育費（8.3％）
7 億 9,343 万円

土木費（8.8％）
8 億 4,494 万円

衛生費（10.8％）
10 億 3,447 万円

民生費（30.3％）
29 億 383 万円

総務費（13.4％）
12 億 8,939 万円

公債費（11.6％）
11 億 1,475 万円

農林水産業費（5.9％）
5 億 6,488 万円

　

町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
・
安
心
を
守
り
、
住
み
や

す
い
芦
北
町
を
つ
く
る
た
め
の
新
年
度
予
算
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
に
は
ど
の
よ
う
な
財
源
が
あ

り
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
を
説
明
し
ま
す
。

予
算
総
額　

95
億
９
，０
０
０
万
円　
前
年
比
２
億
４
，６
０
０
万
円
減
（
△
２・５
％
）

歳入

歳出

※
予
算
額
の
１
万
円
未
満
の
金
額
は
四
捨
五
入
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
１
人
当
た
り
の
歳
出
予
算

額
は
51
万
９
，
６
４
２
円
で
、
１

人
当
た
り
の
税
負
担
（
８
万
７
，

１
７
７
円
）の
約
６
倍
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　町税は長引く景気の低迷や消費税の増税による個人消費の落ち
込みなど依然厳しい状況の中、総額 16 億 885 万円を計上しまし
た。地方交付税は合併特例分の段階的縮減などの影響を見込み前
年比 2 億 4,700 万円の減の 39 億 3,900 万円を計上しました。

●町全体の産業振興を図るため「ふるさと納税」返
　礼品を充実
●ファーマーズマーケットでこぽんを道の駅に登録
●観光うたせ休憩所を活用した直売施設の整備
●プレミアム付き商品券発行にかかる補助金の拡大
●都市圏域を対象とした観光商品の開発

●生活習慣病などの重症化予防の取り組みを推進
●特定不妊治療費の一部を助成
●誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせるように
　見守りネットワークを拡充
●子どもの医療費は引き続き 18 歳まで無料　

●入学者確保のため芦北高校総合支援事業を創設
●中学校にデジタル教科書を導入
●新たな国際交流員を招へいし国際交流を推進
●全国大会出場者への助成など、文化・スポーツの
　振興を推進
●民俗文化財の七夕綱を調査

●町内全域の光ブロードバンド通信基盤整備事業に
　着手

●町道射場芦北線改良事業（しろやまスカイドーム
　〜芦北）の本体工事に着手

地域活力と雇用を生み出す産業づくり

地域で守り育てるまちづくり

郷土の未来を育む人づくり

暮らしを支える基盤づくり

住民と行政の協働のまちづくり

農林水産業や商工業、観光の振興を図ります。

町民の健康づくりや福祉、子育て支援の充実を図ります。

住民と行政が協働で行うまちづくりとそれを支える人材
の育成、効率的な行政運営を行います。

教育環境の整備をはじめ、文化・スポーツの振興、
国際交流を推進します。

安全・安心で暮らしやすい環境をつくるため、道路整備や
交通手段の確保、災害に強いまちづくりに取り組みます。

●自主防災組織の新規設立や運営をサポート

●町有地の宅地分譲や貸し付けの実施

平成 28 年度当初予算　主な取り組み

予算総額 69 億 3,430 万円
会　計　名 28 年度予算 前年度比

国民健康保険事業 37 億 1,510 万円 ▲ 0.2％

介護保険事業 22 億 5,600 万円 6.2％

簡易水道事業 水道事業に統合 ▲ 100.0％

農業集落排水事業 2 億 2,400 万円 1.7%

生活排水処理事業 5,800 万円 3.6%

町有温泉事業 9,300 万円 ▲ 9.8％

奨学資金貸付事業 3,700 万円 3.1％

後期高齢者医療事業 2 億 6,720 万円 2.5％

水道事業 2 億 8,400 万円 28.0％

合　　計 69 億 3,430 万円 1.5％

特別会計

公営企業会計

　特別会計と水道事業会計（公営企業）の総予算
額は 69 億 3,430 万円で平成 27 年度と比較して 1
億 370 万円増加しました。主な要因は介護保険
事業特別会計介護サービス給付費の増によるもの
です。

特別会計（水道会計含む）

●移住定住ポータルサイトを運営し、移住希望者な
　どに空き家情報などを提供

平成 28 年度

当初予算

災害復旧費（0.3％）
2,402 万円

　前年と比較して公債費（借入金の返済）や普通建設事業費（道路や施
設などの整備）の減により２億 4,600 万円減少しました。

先駆的な取り組みを加速

　地方創生を後押しする国の地方創生加速化
交付金は、交付上限額に迫る 7,734 万 7 千円
が採択されました。（平成 27 年度補正予算
に計上）
　この交付金は一億総活躍社会の実現に向け
た先駆的事業が対象となります。28 年度当
初予算と併せて、町の先駆的取り組みの加速
化が図られます。
《事業内容》
●農と観光で地域の未来を築く JA あしきた
　農業参入事業（観光農園の整備など）
●福岡都市圏ブランディング戦略加速化事業
（町特産品を活用した商品開発、
　　　　　　　観光、物産 PR 活動など）

一般会計

7,734 万円を確保
地方創生加速化交付金

一般会計とは、町の行政運営に必要となる
基本的な経費を計上した会計のことです。

28年３月
補正予算

自主財
源

依
存

財
源

（　　）内は構成比
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　水俣病の犠牲になって亡くなられた全て
の生命に慰霊の祈りをささげ、環境再生・
創造を誓うため慰霊式を開催します。

■日時　５月１日（日）午後１時 30 分〜
■場所　エコパーク水俣親水緑地
　　　　「水俣病慰霊の碑」前
※会場まで送迎バスを運行します。

＊問い合わせ先
　水俣市環境課　☎（６１）１６４７

水俣病犠牲者慰霊式

田浦基幹支所前

JA あしきた
田浦基幹支所前

11:20

11:25

11:40

11:30

11:35

12:00

11:45

11:50

13:00

12:20

12:15

12:10

■送迎バス運行表 ※帰りは逆コースで運行します。

ヘルシーパーク
玄関前

新立宅横広場
自動販売機前 芦北町役場

玄関前ロータリー

計石郵便局前

海浦バス停 計石温泉センター前

女島バス停（小崎）

京泊バス停
( 女島・沖）

福浦バス停
福浦橋

慰霊式会場

月　日
収　集 持込受付

芦北地区 田浦地区 清掃センター 田浦事業所

４月 29 日（金） 休み 通常収集 休み 休み

４月 30 日（土） 休み 休み 休み 休み

５月１日（日） 休み 休み 休み 休み

５月２日（月） 通常収集 通常収集 通常どおり 通常どおり

５月３日（火） 通常収集 通常収集 休み 休み

５月４日（水） 通常収集 通常収集 休み 休み

５月５日（木） 休み 通常収集 休み 休み

５月 6 日（金） 通常収集 通常収集 通常どおり 通常どおり

５月７日（土） 休み 休み 休み 休み

５月８日（日） 休み 休み 休み 休み

５月９日（月）〜 通常収集 通常収集 通常どおり 通常どおり

※通常収集とは「ごみ収集日程
　表」どおりの収集です。
※左記期日以外のごみの持込は
　通常どおりです。

《持込受付》
　◎清掃センター
　平日　午後１時〜４時
　◎清掃センター田浦事業所
　火・木曜日　午前９時〜正午
　※祝祭日を除く
＊問い合わせ先
　清掃センター
　☎（８６）０２７７

◎ゴールデンウィーク期間中のごみ収集・持込日程

平成 28 年５月１日に
水俣病公式確認 60 年を迎えます。

【
課
長
級
】

■
田
浦
基
幹
支
所
長　

宮
石
幸
人
（
住
民
生

活
課
長
補
佐
）　

■
福
祉
課
長　

櫻
井
優
一

（
福
祉
課
長
補
佐
）　

■
教
育
課
長　

長
船
正

純
（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
・
事
務
局
長
）　

■
生
涯
学
習
課
長　

宮
下
祐
一
（
福
祉
課

長
）　

■
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
・
事
務
局
長

　

田
渕
耕
一
（
総
務
課
長
補
佐
兼
秘
書
広
報

係
長
）　

■
総
務
課
審
議
員　

西
本
明
義

（
熊
本
県
警
）

【
課
長
補
佐
級
】

■
総
務
課
長
補
佐
兼
秘
書
広
報
係
長　

福
田

貴
司
（
議
会
事
務
局
次
長
・
課
長
補
佐
）　

■
税
務
課
主
幹
兼
住
民
税
係
長　

溝
俣
圭
一

（
会
計
室
主
幹
兼
会
計
係
長
）　

■
住
民
生
活

課
長
補
佐　

池
田
康
浩
（
総
務
課
主
幹
兼
総

務
係
長
）　

■
商
工
観
光
課
長
補
佐　

長
﨑

十
三
男
（
建
設
課
長
補
佐
）　

■
議
会
事
務

局
次
長
・
課
長
補
佐　

佐
竹
貴
幸
（
建
設
課

主
幹
兼
計
画
係
長
）　

■
農
林
水
産
課
主
幹

兼
農
政
係
長　

志
水
哲
治
（
企
画
財
政
課
主

幹
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長
）　

■
建
設
課

長
補
佐　

鎌
倉
博
之
（
建
設
課
主
幹
兼
土
木

係
長
）　

■
上
下
水
道
課
主
幹
兼
下
水
道
係

長　

鎌
畑
良
一
（
税
務
課
主
幹
兼
収
納
係
長
）

【
係
長
級
】

■
総
務
課　

▼
総
務
係
長　

栫
浩
之
（
税
務

課
住
民
税
係
長
）　

▼
湯
浦
出
張
所
長
兼
温

泉
観
光
セ
ン
タ
ー
所
長　

冨
永
光
輝
（
商
工

観
光
課
観
光
係
長
）

■
企
画
財
政
課　

ま
ち
づ
く
り
推
進
係
長　

鶴
川
健
一
（
住
民
生
活
課
健
康
づ
く
り
推
進

室
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
）

■
税
務
課　

収
納
係
長　

原
田
徹
（
税
務
課

収
納
係
参
事
）

■
住
民
生
活
課　

▼
介
護
保
険
係
長　

鳥
居

佳
史
（
教
育
課
学
校
教
育
係
長
）　

▼
健
康

づ
く
り
推
進
室
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

竹
下

美
保
（
健
康
づ
く
り
推
進
室
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
師
）

■
福
祉
課　

▼
児
童
家
庭
福
祉
係
長　

窪
田

和
彦
（
農
業
委
員
会
事
務
局
次
長
）
▼
高
齢

者
福
祉
係
長　

宮
本
清
美
（
高
齢
者
福
祉
係

参
事
）

■
商
工
観
光
課　

▼
観
光
係
長　

岡
田
謙
治

（
生
涯
学
習
課
体
育
振
興
係
長
）　

■
会
計
室　

会
計
係
長　

山
下
博
章
（
福
祉

課
高
齢
者
福
祉
係
長
）

■
農
業
委
員
会
事
務
局　

次
長　

川
田
康
幸

（
農
林
水
産
課
農
政
係
長
）

■
建
設
課　

▼
計
画
係
長　

宮
本
賢
治
（
住

宅
係
長
）　

▼
住
宅
係
長　

村
上
雅
彦
（
水

俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）　

▼
土

木
係
長　

才
保
親
哉
（
上
下
水
道
課
下
水
道

係
長
）

■
教
育
課　

▼
学
校
教
育
係
長　

田
中
清
美

（
建
設
課
計
画
係
参
事
）　

▼
芦
北
幼
稚
園
副

園
長　

平
塚
令
子
（
芦
北
幼
稚
園
教
諭
）

■
生
涯
学
習
課　

体
育
振
興
係
長　

上
野
晃

祐
（
福
祉
課
児
童
家
庭
福
祉
係
長
）

■
水
俣
芦
北
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣　

濱

田
清
彦
（
住
民
生
活
課
介
護
保
険
係
長
）

【
参
事
級
】

■
税
務
課　

▼
固
定
資
産
税
係　

渕
上
由
香

（
住
民
税
係
）
▼
収
納
係　

宮
石
夏
樹
（
固

定
資
産
税
係
）　

■
住
民
生
活
課　

▼
介
護
保
険
係　

窪
田
め

ぐ
み
（
総
務
課
総
務
係
）　

▼
健
康
づ
く
り

推
進
室
医
療
年
金
係　

大
浪
和
典
（
税
務
課

収
納
係
）

■
福
祉
課　

▼
児
童
家
庭
福
祉
係　

立
邊
義

広
（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）　

▼
障
害
者

福
祉
係　

濵
田
典
昌
（
上
下
水
道
課
水
道

係
）

■
建
設
課　

▼
計
画
係　

瀧
山
敬
三
（
農
業

委
員
会
事
務
局
）　

▼
建
築
係　

松
井
謙
武

（
教
育
課
学
校
教
育
係
）

■
教
育
課　

芦
北
幼
稚
園　

宮
村
誠
子
（
住

民
生
活
課
介
護
保
険
係
）

■
生
涯
学
習
課　

▼
文
化
振
興
係　

山
川
望

（
総
務
課
付
）　

▼
星
野
富
弘
美
術
館
兼
文
化

振
興
係　

宮
本
武
蔵
（
税
務
課
固
定
資
産
税

係
）

■
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣　

森
有
（
福
祉
課

児
童
家
庭
福
祉
係
）

【
そ
の
他
の
職
】

■
総
務
課　

▼
総
務
係　

白
坂
美
弥
子
（
企

画
財
政
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係
）　

▼
総
務

課
付　

清
水
め
ぐ
み
（
住
民
生
活
課
健
康
づ

く
り
推
進
室
医
療
年
金
係
）

■
企
画
財
政
課　

ま
ち
づ
く
り
推
進
係　

原

田
絵
理
咲
（
生
涯
学
習
課
星
野
富
弘
美
術
館

兼
文
化
振
興
係
）

■
税
務
課　

住
民
税
係　

大
島
幸
輔
（
生
涯

学
習
課
文
化
振
興
係
）

■
住
民
生
活
課　

▼
介
護
保
険
係　

上
野
雄

也
（
健
康
づ
く
り
推
進
室
吉
尾
温
泉
診
療

所
）、
山
下
絹
子
（
健
康
づ
く
り
推
進
室
吉

尾
温
泉
診
療
所
）　

▼
健
康
づ
く
り
推
進
室

保
健
セ
ン
タ
ー　

寺
本
聖
香
（
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
）

■
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係　

山
本
翔
太

（
住
民
生
活
課
環
境
対
策
係
）　

■
商
工
観
光
課　

芦
北
海
浜
総
合
公
園　

上

村
正
一
（
建
設
課
維
持
係
）

■
農
林
水
産
課　

農
政
係　

松
下
祐
樹
（
熊

本
県
派
遣
）

■
建
設
課　

維
持
係　

漆
下
浩
文
（
商
工
観

光
課
芦
北
海
浜
総
合
公
園
）

■
教
育
課　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

松
﨑
舞

（
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係
）

■
生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
係　

岩
本
さ
や

か
（
住
民
生
活
課
健
康
づ
く
り
推
進
室
医
療

年
金
係
）

■
熊
本
県
派
遣　

一
田
貴
臣
（
農
林
水
産
課

農
政
係
）

【
新
規
採
用
】

総
務
課
防
災
交
通
係　

堂
之
下
毅

住
民
生
活
課
環
境
対
策
係　

一
本
光
喜

住
民
生
活
課
健
康
づ
く
り
推
進
室
医
療
年
金

係　

橋
口
淳
一

住
民
生
活
課
健
康
づ
く
り
推
進
室
保
健
セ
ン

タ
ー　

坂
梨
由
宜

福
祉
課
社
会
福
祉
係　

江
口
凌
平

福
祉
課
障
害
者
福
祉
係　

矢
野
和
彦

農
林
水
産
課
林
務
水
産
係　

市
村
慎
吾

【
退
職
者
】

江
上
繁　

  （
生
涯
学
習
課
長
）

大　

雄
二
（
教
育
課
長
）

溝
下
博
行
（
田
浦
基
幹
支
所
長
）

鶴
岡
幸
一
（
総
務
課
湯
浦
出
張
所
長
兼
商
工

観
光
課
温
泉
観
光
セ
ン
タ
ー
所
長
・
課
長
補
佐
）

道
園
久
美
（
芦
北
幼
稚
園
教
諭
）

杉
本
勝
典
（
商
工
観
光
課
長
補
佐
）

佐
藤
昌
彦  （
総
務
課
審
議
員（
熊
本
県
警
派
遣
））

福
島
康
子
（
教
育
課
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

※
平
成
27
年
10
月
31
日
付
退
職

平
成
28
年
度

　

町
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
け
）
※（　

）内
は
前
職
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日 月 火 水 木 金 土

21  22 23

24 25 26 27 28 29 30

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

4 月
芦北町イベントカレンダー

4月21日〜5月28日

5 月

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）

でこぽんキッズ

（保健センター）
３〜４カ月児健診
（保健センター）

年金出張相談

9:30 〜※要予約

（役場３階会議室）

湯浦諏訪神社例大祭

町民講座開講式

（社教センタ―）

３〜４カ月児健診

（保健センター）

１歳６カ月児健診

（保健センター）

※日程は変更になることがあります

P11

内は関連ページ

昭和の日

田浦子育て支援センター  行事予定（５月）

※支援センターは未就園児と保護者なら誰でも利用できます。
一時保育も行っています。
　子育て仲間づくりや情報交換にお気軽にご利用ください。
▶センター利用時間　毎週月曜日〜金曜日
　午前９時 30 分〜正午　午後２時 45 分〜５時 15 分
＊問い合わせ先　田浦子育て支援センター
　☎（８７）００３４

５月2日（月）母の日のプレゼント作り
13日（金）お見知り遠足
18日（水）野菜を植えよう
24日（火）身体測定・誕生会
31日（火）クッキングをしよう

図書館休館日
【社教センター】４月 29 日（金）、５月１日（日）
　　　　　　　  ５月３日（火・祝）〜５日（木・祝）

《芦北児童館》　似顔絵に挑戦しよう！　
とき　５月５日（木・祝）　午後１時30分〜午後５時
対象　小・中学生以下　内容　家族の似顔絵を描く

《湯浦児童館》　こどもの日を楽しもう！　
とき　５月５日（木・祝）　午前11時〜午後２時
対象　どなたでも　内容　マジックショーを楽しむ
※児童館は児童に健全な遊び場、機会を提供し、心身とも
に豊かな発達ができるように支援する施設です。
▶利用時間　午前10時〜午後６時（月曜日休館）
＊問い合わせ先　
　芦北児童館　☎（８２）３０３６
　湯浦児童館　☎（８６）００７４　

【田浦図書室】４月 25（月）、５月 9 日（月）、23 日（月）

　児童館からのお知らせ（５月の行事）

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

佐敷諏訪神社例大祭

  〜 28日

九州高校選抜相撲選
手権大会　10:30〜
赤ちゃん土俵入り
13:40〜（佐敷諏訪神社）

県少年親善相撲大会

9:00〜（佐敷諏訪神社）

水俣病犠牲者慰霊式

（エコパーク水俣）

御立岬ビーチサッ

カーフェスティバル

（御立岬海水浴場）

〜 29 日

行政相談（役場研修室）

10:00〜15:00

行政相談

（活性化センター）

10:00〜15:00

星野富弘美術館

「小さな私と大きな

愛展」　〜 7月 10日

町民体育祭 
男女グラウンド・ゴ
ルフ大会
（岩崎グラウンド）

熊南地区

小学生水泳大会

（温泉プール）

各中学校体育祭

芦北特製自酒初荷式

（大関山神社）

湯浦手ぬぐい祭×あし

きたdeマルシェ

（湯浦・湯の香橋前）

７〜８カ月児健診

（保健センター）
新米パパママ教室

（保健センター）

芦
北
消
防
署

芦
北
警
察
署

事
件
・
事
故
は
１
１
０
番

☎（
８
２
）４
７
３
１

火
事
と
救
急
は
１
１
９
番

☎（
８
２
）３
１
１
０

１
１
９
番
通
報
は
落
ち
着
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　

は
っ
き
り
と
お
願
い
し
ま
す

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、
子
ど
も
の

言
葉
や
生
活
態
度
に
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
次
の
よ
う
な
非
行
の
「
兆
し
」

を
発
見
し
た
場
合
、
早
期
に
適
切
な

指
導
を
行
い
、
子
ど
も
を
非
行
に
走

ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
○
行
き
先
も
告
げ
ず
に
外
出
し
た
り
、

　

帰
宅
時
間
が
遅
く
な
る
。

○
深
夜
外
出
、無
断
外
泊
が
多
く
な
る

○
嘘
を
つ
い
た
り
、
ソ
ワ
ソ
ワ
し
て

　

落
ち
着
き
が
な
く
な
る
。

○
付
き
合
う
友
達
が
変
わ
り
、
服
装

　

が
派
手
に
な
っ
た
り
、化
粧
を
し
た

　

り
す
る
。

○
片
時
も
携
帯
電
話
を
離
そ
う
と
せ

　

ず
、
使
用
時
間
も
長
く
な
る
。

　

い
じ
め
は
、
い
じ
め
を
受
け
た

児
童
生
徒
の
教
育
を
受
け
る
権
利

を
著
し
く
侵
害
し
、
そ
の
心
身
の

健
全
な
成
長
と
人
格
の
形
成
に
重

大
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、

生
命
や
身
体
に
も
重
大
な
危
険
を

生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
い
じ
め
は
暴
行
、
傷

害
、
恐
喝
、
強
要
な
ど
の
犯
罪
に

つ
な
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
学
校
等
関
係
機

関
・
団
体
と
連
携
し
て
、
い
じ
め

問
題
を
中
心
と
し
た
非
行
防
止
教

室
や
保
護
者
教
室
を
開
催
し
、
い

じ
め
の
な
い
社
会
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
談
な
ど
で
把
握
し
た

い
じ
め
に
対
し
、
被
害
児
童
・
生

徒
や
保
護
者
の
意
向
、
学
校
な
ど

の
対
応
状
況
を
踏
ま
え
、
事
件
化

や
被
害
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
カ

ウ
ン
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
１
９
番
通
報
は
通
信
指
令
室
に

繋
が
り
、
職
員
が
24
時
間
対
応
し
て

い
ま
す
。
１
１
９
番
通
報
は
慌
て

ず
、
落
ち
着
い
て
指
令
員
か
ら
聞
か

れ
る
こ
と
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

■
火
災
の
場
合

・
発
生
場
所
の
住
所（
目
標
物
な
ど
）

・
ど
こ
が
燃
え
て
い
る
の
か
？

（
建
物
火
災
で
あ
れ
ば
階
数
な
ど
）

・
逃
げ
遅
れ
や
ケ
ガ
人
の
有
無

・
通
報
者
の
名
前
、
電
話
番
号

■
救
急
の
場
合

・
発
生
場
所
の
住
所（
目
標
物
な
ど
）

・
患
者
の
状
態（
意
識
の
有
無
、
年

　

齢
、性
別
な
ど
）

※
場
合
に
よ
っ
て
は
、胸
骨
圧
迫（
心

　

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）を
通
報
者
に
お

　

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
掛
か
り
つ
け
の
病
院
、既
往
歴　

　
（
今
ま
で
に
か
か
っ
た
大
き
な
病

　

気
や
手
術
な
ど
）

・
通
報
者
の
名
前
、
電
話
番
号

■
少
年
非
行
・
家
出
な
ど
を
防
止

　

し
ま
し
ょ
う

■
肥
後
っ
子
テ
レ
ホ
ン
で
は

　

少
年
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

■
い
じ
め
の
な
い
社
会
を
つ
く

　

り
ま
し
ょ
う

　

少
年
の
非
行
、
家
出
や
夜
遊
び

な
ど
の
不
良
行
為
、
犯
罪
被
害
や

い
じ
め
な
ど
、
少
年
自
身
や
保
護

者
か
ら
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
電
話
や
メ
ー
ル
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
の
で
、
ひ
と
り
で
悩

ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

携
帯
電
話
で
も
１
１
９
番
通
報
は

で
き
ま
す
が
、
固
定
電
話
と
比
べ
て

場
所
の
特
定
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

近
く
に
あ
る
目
標
物（
お
店
や
公
民

館
な
ど
）を
伝
え
て
頂
く
と
場
所
の

特
定
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
通
報
場
所
に
よ
っ
て
は
別

の
消
防
本
部（
八
代
、天
草
、人
吉
な

ど
）に
繋
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

別
の
消
防
本
部
に
繋
が
っ
た
場
合
は

当
消
防
本
部
へ
転
送
さ
れ
ま
す
の

で
、電
話
を
切
ら
ず
に
担
当
者
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

可
能
で
あ
れ
ば
固
定
電
話
か
ら
の

通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

１
１
９
番
通
報
の
要
領

１
１
９
番
通
報
の
注
意
点

◉電話・ＦＡＸ　　 ０９６−３８４−４９７６
　　　　　　　　　   　　（サーハヨーヨクナロー）

◉フリーダイヤル　０１２０−０２−４９７６
　　　　　　　　　   　　（オーニッコリヨクナロー）

◉相談用メールアドレス   
　　　　　higokko ＠ police.pref.kumamoto.jp

 肥後っ子テレホン（受付：平日 8:30 〜 17:15）

P21

P24

P24
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高齢者向け給付金
（年金生活者等支援臨時福祉給付金）

を支給します

　高齢者向け給付金（年金生活者等支援臨時福祉
給付金）は賃金引き上げの恩恵が及びにくい所得
の少ない高齢者の人を支援するために実施します。
▶支給対象者　次の①、②両方の要件を満たす人
　①平成 27 年度の臨時福祉給付金の支給対象※
　　である人（対象となっているにも関わらず給
　　付金を受け取っていない人も含みます。）
　②平成 29 年３月 31 日までに 65 歳以上になる人
▶支給額　対象者１人につき３万円（１回限り）
▶申請書　支給対象の可能性のある世帯には４月
　　　　　下旬に申請書を送付します。
▶申請期間　４月 25 日（月）〜８月 15 日（月）
　　　　　　※土・日・祝日を除く

▶支給予定日　申請月の翌月末
　　　　　　　（※例：５月申請の場合６月末）

※平成 27 年度臨時福祉給付金の支給要件
　平成 27 年度分の住民税が課税されていない人
が対象です。ただし、課税されている人に生活の
面倒を見てもらっている場合（住民税で、どなた
かの扶養となっている場合）や生活保護の受給者
である場合などは対象となりません。

＊問い合わせ先
　福祉課　社会福祉係
　☎（８２）２５１１（内線１５１）

マイナンバーについてのお知らせ

※個人番号カード（マイナンバーカード）の保管期限は 90日
　間です。受け取らないまま保管期間が経過し廃棄となった場
　合、再交付には手数料 800 円がかかります。

　個人番号カード（マイナンバーカード）を申請された方には
順次、案内通知を送付しています。案内通知を受け取られた方
は、受け取りに必要なものを確認のうえ、住民生活課総合窓口
係へお越しください。

　　　　　の受け取りについて個人番号カード

　通知カードの初回の配達は平成27年10月５日現在の住所に、
世帯主宛に送付されています。
　通知カードをまだ受け取っていない方は役場で保管していま
すので、受け取りをお願いします。

　　　　　を受け取っていない方へ通知カード

2016 年１月から、個人番号カード（マイナンバーカード）の交付が開始されています。

　平成 26 年３月 10 日から、住民票に町営住宅やアパート名
などの方書（かたがき）が記載されるようになりました。住民
票と同じく、個人番号カードや通知カードにも方書が記載され
ています。

住民票に方書が記載されています

■各世帯に配布される
封筒と通知カード

■個人番号カード

住民生活課　総合窓口係
☎（８２）２５１１　
　　（内線１４３、１４４）

問い合わせ先
　

芦
北
の
春
の
風
物
詩
、
芦
北
う
た
せ
マ
ラ

ソ
ン
大
会
が
３
月
20
日
に
芦
北
海
浜
総
合
公

園
を
ス
タ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
に
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
大
会
に
は
県
内
外
か
ら
１
，
８
４
２

人
が
エ
ン
ト
リ
ー
。
参
加
者
は
春
の
暖
か
な

日
差
し
の
中
、
不
知
火
海
の
潮
風
を
受
け
な

が
ら
、
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
、
10
キ
ロ
、
５
キ

ロ
、
３
キ
ロ
の
コ
ー
ス
ご
と
に
風
光
明め

い
び媚

な

コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
後
に
は
、
う
た
せ
マ
ラ
ソ
ン
名
物

の
エ
ビ
飯
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者
は
芦
北

の
味
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。　

芦北うたせマラソン大会

▲ボランティアの皆さんが早朝からエビ飯づくり ▲地区住民などがランナーへ給水

2016

◆
入
賞
者
（
町
内
関
係
の
み
・
敬
称
略
）

◎
５
キ
ロ
中
学
生
男
子

　

優
勝　

井
川 

龍
人
（
佐
敷
中
）

▲ユニークな服装で大会を盛り上げるランナー

▲走り終えてエビ飯をほおばる参加者

▲荒川国博さんと聡真くん
　親子　（芦北町）で選手宣誓
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【
金
賞
】（
全
国
大
会
）

▼
第
23
回
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会

　

個
人
組
手
優
勝
＝
田
村
響
（
花
岡
西
、
佐

敷
中
３
年
）、
▼
第
70
回
国
民
体
育
大
会
ボ

ク
シ
ン
グ
競
技　

ラ
イ
ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
２

位
＝
岡
田
尚
大
（
小
田
浦
５
、
九
州
学
院
高

２
年
）
▼
第
15
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道

選
手
権
大
会　

個
人
組
手
２
位
＝
釜
つ
ば
さ

（
花
岡
西
、
佐
敷
小
６
年
）
▼
第
43
回
全
日

本
空
手
道
選
手
権
大
会　

個
人
組
手
３
位
＝

飯
村
吏
毅
哉
（
花
岡
西
、
海
王
塾
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
）
▼
第
46
回
全
国
中
学
校
サ
ッ
カ
ー

大
会　

３
位
＝
成
田
澪
史
（
米
田
、
ル
ー
テ

ル
学
院
中
３
年
）
湯
治
尚
紘
（
湯
浦
北
、
同

３
年
）
▼
第
15
回
全
日
本
少
年
少
女
空
手
道

選
手
権
大
会　

個
人
組
手
５
位
＝
橋
本
悠
雅

（
大
岩
一
、
佐
敷
小
２
年
）
▼
平
成
26
年
度

全
国
高
等
学
校
相
撲
選
抜
大
会　

団
体
５
位

＝
福
田
亮
太
（
計
石
西
、
文
徳
高
２
年
）
▼

第
31
回
若
葉
カ
ッ
プ
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
大
会　

団
体
５
位
＝
立
迫
史
希
（
白
岩
、

佐
敷
小
６
年
）、
大
岩
優
夏
（
田
浦
町
４
、

田
浦
小
６
年
）、
宮
﨑
咲
（
海
浦
２
、
田
浦

小
5
年
）、
宮
﨑
由
奈
（
海
浦
２
、
田
浦
小

２
年
）

【
銀
賞
】（
九
州
大
会
）

▼
第
37
回
九
州
中
学
校
陸
上
競
技
大
会　

３

０
０
０
ｍ
優
勝
＝
井
川
龍
人
（
花
岡
西
、
佐

敷
中
３
年
）
▼
平
成
27
年
度
全
九
州
高
等
学

校
体
育
大
会　

ボ
ー
ト　

ク
ォ
ド
ル
プ
ル
優

勝
＝
塩
田
義
峰
（
新
町
、
熊
本
学
園
大
付
属

高
３
年
）、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

女
子
団
体
２

位
＝
向
琴
音
（
小
田
浦
２
、
八
代
白
百
合
高

３
年
）
▼
平
成
27
年
度
全
国
高
等
学
校
ゴ
ル

フ
選
手
権
大
会
・
九
州
大
会　

団
体
２
位
＝

間
柄
両
真
（
湯
浦
南
、
秀
岳
館
高
１
年
）　

▼
第
52
回
九
州
沖
縄
地
区
高
専
体
育
大
会　

サ
ッ
カ
ー
２
位
＝
岩
本
孝
信
（
新
町
、
熊
本

高
専
八
代
５
年
）、
岩
本
和
晃
（
新
町
、
同

２
年
）　

▼
第
41
回
全
九
州
空
手
道
選
手
権

大
会　

団
体
２
位
＝
佐
藤
雄
介
（
道
川
内
西
、

文
徳
高
２
年
）、
釜
拓
冶
（
女
島
西
、
芦
北

高
２
年
）　

▼
平
成
27
年
度
九
州
中
学
校
空

手
道
競
技
大
会　

団
体
２
位
＝
岩
下
照
英

（
向
町
、
佐
敷
中
３
年
）、
一
村
晃
輝
（
一
野

瀬
、
同
３
年
）、
上
谷
圭
輝
（
花
岡
西
、
同

２
年
）　

▼
平
成
27
年
度
九
州
小
学
生
体
操

大
会　

団
体
２
位
＝
岩
永
京
大
（
本
町
、
佐

敷
小
６
年
）、
米
良
陽
希
（
計
石
西
、
同
５

年
）、
井
上
彩
斗
（
計
石
西
、
同
５
年
）、
木

下
直
生
（
花
岡
東
、
同
４
年
）、
前
田
瑛
心

（
田
川
、
同
４
年
）、
上
野
大
和
（
湯
浦
南
、

湯
浦
小
２
年
）、
下
田
隆
毅
（
湯
浦
北
、
湯

浦
小
２
年
）　

▼
第
29
回
か
さ
さ
ぎ
杯
ジ
ュ

ニ
ア
新
体
操
競
技
会　

団
体
２
位
＝
今
村
亮

介
（
本
町
、
佐
敷
中
２
年
）、
岩
永
果
大

（
本
町
、
同
２
年
）、
大
室
裕
慈
（
向
町
、
同

２
年
）、
川
口
大
輔
（
花
岡
西
、
同
２
年
）、

木
下
大
雅
（
花
岡
東
、
同
２
年
）、
邑
上
颯

（
芦
北
、
同
２
年
）、
米
良
睦
希
（
計
石
西
、

同
２
年
）　

▼
第
２
回
全
九
州
少
年
少
女
空

手
道
選
手
権
大
会　

５
年
男
子
形
３
位
＝
山

尾
悠
真
（
花
岡
北
、
佐
敷
小
５
年
）　

▼
第

35
回
全
九
州
高
等
学
校
空
手
道
新
人
大
会　

個
人
組
手
３
位
＝
鬼
塚
大
輝
（
宮
崎
、
芦
北

高
１
年
）　

▼
第
37
回
全
九
州
婦
人
卓
球
大

会　

団
体
Ｃ
ク
ラ
ス
３
位
＝
上
野
純
子
（
花

岡
西
、
芦
北
町
卓
球
協
会
）、
倉
間
幸
子

（
湯
浦
南
、
同
）

【
銅
賞
】（
県
大
会
）

▼
第
51
回
全
国
社
会
人
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
大

会
熊
本
県
予
選　

優
勝　

ダ
イ
ナ
マ
イ
ツ
八

代
FC
＝
新
立
大
輔
（
湯
南
団
地
）　

▼
熊
本

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
２
０
１
５　

グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ　

個
人
優
勝
＝
本
山
洋
子
（
宮
崎
、

芦
北
町
G
・
G
協
会
）　

▼
第
34
回
熊
本
県

少
年
少
女
空
手
道
選
手
権
大
会　

個
人
組
手

優
勝
＝
山
尾
彩
碧
（
花
岡
北
、
佐
敷
小
２

年
）　

▼
第
18
回
熊
日
学
童
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
競
技
大
会　

走
り
幅
跳
び
優
勝
＝
工
木

ひ
な
た
（
花
岡
西
、
佐
敷
小
５
年
）　

▼
第

18
回
熊
本
県
高
校
野
球
Ｏ
Ｂ
大
会　

優
勝　

八
代
東
高
野
球
部
Ｏ
Ｂ
＝
西
田
孝
治
（
計
石

西
）、
福
田
龍
之
介
（
計
石
東
）、
桑
田
光
大

（
芦
北
）　

▼
第
70
回
熊
本
県
民
体
育
祭　

空

手
道　

団
体
優
勝　

葦
北
郡
＝
林
田
勇
（
湯

浦
北
）、
坂
田
宏
樹
（
花
岡
西
）、
竹
林
公
也

（
田
浦
２
）、
桑
本
裕
一
郎
（
桑
原
）、
西
山

貴
明
（
花
岡
東
）、
堀
田
瑞
樹
（
本
町
）、
陸

上　

砲
丸
投
げ
優
勝
＝
戸
田
裕
子
（
沖
）、

１
０
０
ｍ
優
勝
＝
山
下
香
織
（
小
田
浦
４
）

【
特
別
賞
】（
指
導
者
の
部
）

▼
第
31
回
わ
ん
ぱ
く
相
撲
全
国
大
会　

小
４

の
部　

優
勝
指
導
者
＝
本
田
貴
紀
（
本
町
、

芦
北
ト
レ
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ブ
）　

▼
第
23
回
全

国
中
学
生
空
手
道
選
手
権
大
会　

個
人
組
手

　

優
勝
指
導
者　

釜
辰
信
（
花
岡
西
、
海
王

塾
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
）

【
金
賞
】（
全
国
大
会
）

▼
第
３
回
日
本
ダ
ン
ス
大
会　

高
校
部
活
ダ

ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
準
優
勝
＝
鎌
木
鈴
（
湯
浦

南
、
鎮
西
高
１
年
）
▼
全
日
本
写
真
展
２
０

１
５　

高
校
生
部
門
銀
賞
＝
石
田
亜
希
（
宮

浦
、
八
代
白
百
合
高
３
年
）　

▼
第
４
回
日

韓
中
高
校
生
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト　

毎
日
新

聞
社
賞
＝
浪
本
聖
子
（
田
浦
町
２
、
八
代
白

百
合
高
３
年
）　

▼
第
52
回
全
国
児
童
才
能

開
発
コ
ン
テ
ス
ト　

科
学
部
門
学
研
賞
＝
森

彩
音
（
芦
北
、
佐
敷
小
３
年
）

【
銀
賞
】（
九
州
大
会
）

▼
第
70
回
九
州
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル　

銅
賞
＝

内
山
美
優
（
湯
浦
北
、
水
俣
高
３
年
）、
川

添
和
莉
（
白
木
、
同
３
年
）、
黒
田
瑞
穂

（
高
岡
北
、
同
３
年
）、
嶋
崎
い
く
み
（
湯
浦

北
、
同
３
年
）、
田
畑
美
奈
（
小
田
浦
５
、

同
３
年
）、
向
野
帆
南
美
（
湯
南
団
地
、
同

３
年
）、
藤
井
悠
弥
花
（
平
生
、
同
２
年
）　

▼
平
成
27
年
度
森
林
・
林
業
の
技
術
交
流
発

表
大
会　

最
優
秀
賞
＝
中
島
秀
（
新
町
、
芦

北
高
３
年
）、
諌
山
雄
一
郎
（
湯
浦
南
、
同

３
年
）、
松
岡
匠
磨
（
小
田
浦
２
、
同
３
年
）

【
銅
賞
】（
県
大
会
）

▼
第
65
回
〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
”
作

文
コ
ン
テ
ス
ト　

県
推
進
委
員
会
委
員
長

（
県
知
事
）
表
彰
＝
久
保
乃
愛
（
湯
浦
北
、

湯
浦
中
３
年
）　

▼
第
50
回
熊
本
県
発
明
工

夫
展　

県
教
委
賞
＝
橋
本
迅
翔
（
湯
浦
南
、

湯
浦
小
６
年
）　

▼
熊
日
美
術
公
募
展
「
く

ま
も
と
『
描
く
力
』」　

ふ
る
さ
と
部
門
ふ
る

さ
と
賞
＝
黒
木
幹
子
（
湯
浦
北
）

ス
ポ
ー
ツ
賞

文
化
振
興
奨
励
賞

平成 27 年度スポーツ賞・文化振興奨励賞
　平成 27 年にスポーツや文化活動で活躍した町民をたたえるため、３月５日、しろやまスカイドームで芦
北町スポーツ賞・文化振興奨励賞の交付式が行われました。受賞者には盾と奨励金が贈れらました。
　受賞者は次のとおりです。（敬称略）※カッコ内の住所、所属などは各大会での受賞時のものです。

（対象：平成 27 年１月１日〜 12 月 31 日までの受賞者）
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「
睡
眠
」
の
役
割
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
は
ご
存

じ
で
す
か
？
睡
眠
は
た
だ
眠
さ
を
解
消
す
る
た
め

だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
成
長
や
回
復
な
ど
と
深

い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

　

睡
眠
は
、「
成
長
ホ
ル
モ
ン
」
の
分
泌
に
大
き

く
関
係
し
て
い
ま
す
。「
寝
る
子
は
育
つ
」
と
昔

か
ら
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
な
が
ち
ウ
ソ
で
は

な
く
、
眠
っ
て
い
る
間
に
成
長
ホ
ル
モ
ン
は
大
量

分
泌
さ
れ
ま
す
。
睡
眠
時
間
が
不
安
定
だ
っ
た
り

十
分
で
な
い
と
分
泌
量
に
も
影
響
が
あ
り
、
成
長

の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
睡
眠
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ

る
の
は
、
身
体
の
成
長
以
外
で
も
同
様
で
す
。
脳

細
胞
数
の
増
加
に
も
関
与
し
て
い
ま
す
し
、
子
ど

も
だ
け
で
な
く
成
人
に
と
っ
て
も
成
長
ホ
ル
モ
ン

は
必
要
な
も
の
で
す
。
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
や
糖

質
、
脂
質
の
代
謝
に
も
関
与
し
て
い
ま
す
。

　

肉
体
的
な
回
復
だ
け
で
な
く
精
神
的
な
回
復
に

も
睡
眠
は
大
き
く
関
与
し
て
い
ま
す
。
特
に
精
神

的
な
健
康
に
つ
い
て
睡
眠
は
と
て
も
重
要
な
役
割

を
も
っ
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
へ
の
耐
性
を
高
め
た

り
、
気
分
の
落
ち
込
み
の
回
復
な
ど
、
心
の
健
康

維
持
に
も
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
寝
る
子
は
育
つ
」
は
本
当
？

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
（
８
６
）
０
２
０
０

水
俣
保
健
所　
　

☎
（
６
３
）
４
１
０
４

（
平
日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

相
談
窓
口
ご
案
内

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
＊
問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎（
８
６
）０
２
０
０

よ
い
睡
眠
で
か
ら
だ
も
こ
こ
ろ
も
健
康
に

心
の
健
康
維
持
に
も
欠
か
せ
な
い
睡
眠

【お知らせ】
　芦北町には「精神障害者家族会」という家族会があ
ります。精神疾患をお持ちの当事者やその家族、精神
保健ボランティアで構成された会です。
　一人で悩まず、お互いの悩みを分かち合い、励まし
あい、当事者およびその家族が元気になる場所です。
学習会なども行っています。悩みを抱えてしまったと
きなどは、ぜひ一度参加してみませんか。ご希望の方
は、保健センターへご連絡ください。
◎実施日時：毎月第４水曜日、午前 10 時〜

睡
眠
の
質
が
悪
か
っ
た
り
眠
れ
な
い
こ
と
が
続
く

と
「
う
つ
病
」
の
よ
う
な
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
な
が

る
こ
と
や
、
睡
眠
不
足
な
ど
に
よ
る
眠
気
は
事
故

に
つ
な
が
り
や
す
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
睡
眠
は
人
の
成
長
に
は
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
健
康
維
持
の
た
め
の

大
き
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
睡
眠
に
つ
い
て
の
理

解
を
深
め
、
環
境
や
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ
と
で

「
よ
い
睡
眠
」
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
眠
れ

な
い
、
熟
睡
感
が
な
い
、
そ
の
た
め
に
日
常
の
生

活
に
支
障
が
あ
る
」な
ど
の
症
状
が
あ
る
と
き
は
、

身
体
や
心
の
病
の
兆
候
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
一
人

で
悩
ま
ず
専
門
家
（
精
神
科
、
心
療
内
科
、
神
経

内
科
な
ど
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
医
療
機
関
以
外
に
も
相
談
機
関
が
あ
り

ま
す
。
お
悩
み
の
方
は
保
健
セ
ン
タ
ー
や
水
俣
保

健
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

不
眠
は
病
の
兆
候
か
も
し
れ
ま
せ
ん

⑧
体
幹
と
腕
の
外
側
の

　
　
　

筋
肉
の
ス
ト
レ
ッ
チ

『
出
逢
い
』

　  
あ
し
き
た
健
康
体
操

 
 
 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

連載
左
手
を
腰
に
、
右
ひ
じ
を
曲
げ
、
斜
め
上
か

ら
斜
め
下
へ
向
か
っ
て
、
肩
を
突
き
出
す

（
２
回
繰
り
返
す
）

右
手
を
腰
に
、
左
ひ
じ
を
曲
げ
、
斜
め
上
か

ら
斜
め
下
へ
向
か
っ
て
、
肩
を
突
き
出
す

（
２
回
繰
り
返
す
）

手のひらは
グーにする

月 日 曜日 事　　業　　内　　容 場　　　　所

4 24 日 町民講座開講式 社会教育センター

5
10 火 星野富弘美術館「小さな私と、大きな愛展」 星野富弘美術館

27 金 町民体育祭　男・女グラウンド・ゴルフ大会 岩崎グラウンド

6

2 木 平成生き生き大学開校式 社会教育センター

５ 日
第 44 回水俣市・葦北郡各町対抗陸上競技大会 エコパーク水俣陸上競技場

一日一汗運動 各自治公民館

19 日 町民体育祭　男・女バレーボール大会 町民総合センター・交流センター

26 日 町民体育祭　卓球大会 地域活性化センター

7

３ 日
町民体育祭　バドミントン大会 町民総合センター

町民体育祭　ボウリング大会 芦北ボウル

10 日 町民体育祭　クレー射撃大会 湯浦温泉射撃場

12 火 星野富弘美術館「四季の詩展」 星野富弘美術館

17 日
町民体育祭　ソフトボール大会 地域間交流スポーツグラウンド

町民体育祭　男・女ゲートボール大会 湯浦運動公園（屋根付コート）

25 月 スポーツフェスタ（新体力テスト） 町民総合センター

27 水 童話発表会（町内小学校） 社会教育センター

8

５ 金 子ども体験学習（塩づくり体験・料理教室・海浜公園）　 御立岬・鶴木山

６・７ 土・日 第２回藤井瑞希杯バドミントン大会 町民総合センター・交流センター

７ 日 町民体育祭　軟式野球大会 地域間交流スポーツグラウンド
・湯浦運動公園

11 木・祝 町民体育祭　水泳大会 町営温泉プール

19 金 子ども体験学習（山鹿市装飾古墳館・御船町恐竜博物館） 山鹿市・御船町

21 日 町民体育祭　ビーチボールバレー大会 町民総合センター

24 水 水俣・芦北地区人権教育研究大会 つなぎ文化センター

9

４ 日 町民体育祭　ゴルフ大会 熊本クラウンゴルフ倶楽部

13 火 星野富弘美術館「あなたのいのち、私のいのち展」 星野富弘美術館

16 金 第 19 回佐敷城跡観月会 佐敷城跡

24・25 土・日 第 71 回熊本県民体育祭 阿蘇郡市

10

9 日 町民体育祭　陸上競技大会 ( 予備 10 日） 地域間交流スポーツグラウンド

23 日 星野富弘美術館開館 10 周年記念事業「聖生清重講演会・詩画合唱コンサート」星野富弘美術館

29・30 土・日 文化祭（伝統芸能発表、文化協会発表、作品展示） 町民総合センター

11

３ 木・祝 文化講演会 町民総合センター

15 火 星野富弘美術館「支えられて生きている〜星野富弘と浦上秀樹〜展」 星野富弘美術館

17・18 木・金 演奏家派遣事業（各中学校対象、一般対象） 各中学校・活性化センター

12 ４ 日 第 46 回芦北駅伝大会 女島活力推進センター

１
８ 日

第 67 回熊日三太郎駅伝競走大会 水俣市〜芦北町

成人式 町民総合センター

22 日 第 34 回熊日郡市対抗女子駅伝大会 熊本市

2

５ 日 第 13 回芦北町音楽祭 町民総合センター

12 日 第 43 回郡市対抗熊日駅伝大会 天草市〜熊本市

14 火 星野富弘美術館「星野富弘の詩画と第 10 回詩画公募入賞作品展」 星野富弘美術館

28 火 平成生き生き大学閉校式 社会教育センター

３
５ 日 スポーツ・文化奨励賞交付式 町民総合センター

19 日 町民講座閉講式 社会教育センター

平成 28 年度　スポーツ・文化行事のご案内

※日程は変更になることがあります。 ＊問い合わせ先　生涯学習課　☎（８７）１１７１

肩は斜め前に
突き出す
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才
木
棒
踊
り
・
下
白
木
棒
踊
り

　

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
町
内
の
各
地

域
に
伝
わ
る
棒
踊
り
の
中
か
ら
、
才
木

地
区
の
「
才
木
棒
踊
り
」
と
白
木
地
区

の
「
下
白
木
棒
踊
り
」
で
す
。

　

棒
踊
り
と
は
唄
に
合
わ
せ
て
激
し
く

棒
な
ど
を
打
ち
合
わ
せ
る
踊
り
で
、
鹿

児
島
県
を
中
心
に
九
州
南
部
に
多
く
伝

承
さ
れ
て
い
る
民
俗
芸
能
で
す
。
農
耕

の
合
間
に
武
芸
の
た
し
な
み
と
し
て
行

わ
れ
て
い
た
と
も
い
わ
れ
、
主
に
お
盆

の
先
祖
供
養
や
雨
乞
い
の
行
事
な
ど
で

踊
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
本
町
に

は
、
こ
の
２
地
区
の
ほ
か
に
宮
浦
、
内

野
、
田
浦
、
伏
木
氏
、
市
野
瀬
地
区
に

も
棒
踊
り
が
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
指
定

文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

才
木
棒
踊
り
は
唄
い
手
が
２
〜
３
人

と
踊
り
手
が
12
人
ま
た
は
18
人
か
ら
な

る
踊
り
で
、
５
種
類
の
踊
り
が
伝
わ
っ

て
い
ま
す
。
格
好
は
浴
衣
姿
に
白
鉢

巻
、
た
す
き
掛
け
、
草
鞋
履
き
で
、
６

尺
棒
、
太
刀
、
鎌
を
道
具
と
し
て
使
い

踊
り
ま
す
。
戦
前
は
、
地
区
の
長
男
の

み
が
踊
り
に
参
加
す
る
こ
と
が
許
さ

れ
、
代
々
、
区
長
宅
で
練
習
が
行
わ
れ

た
そ
う
で
す
。

　

下
白
木
棒
踊
り
は
大
正
３
年
に
、
以

前
か
ら
白
木
に
伝
わ
っ
て
い
た
棒
踊
り

芦北に残る文化遺産

　４月１日から建築基準法などに関する届出、申
請書などは「郵送」による受付を開始しました。

　＊届出、申請場所
　〒８６６ー８５５５　八代市西片町１６６０
　県南広域本部景観建築課（八代総合庁舎）
　☎０９６５（３３）３１１７
　FAX ０９６５（３３）４０５１
　メール :nandokeikan25@pref.kumamoto.lg.jp

※道路種別の確認、事前相談などは FAX や電子
メールも利用できます。
※申請書などは信書になるため、メール便や宅急
便などでの送付はできません。

◎芦北地域振興局でも窓口を開設していますので
書類の提出や相談・協議を行うことができます。
▶開設日時　毎週月・木曜日の午前 10 時〜正午

景観建築関係の届出・申請などを
「郵送」でも受け付けます

届
出

と
、
内
野
地
区
の
棒
踊
り
を
合
わ
せ

て
、
現
在
の
棒
踊
り
と
な
っ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
唄
い
手
が
３
人
と
踊
り
手

が
18
人
（
６
人
１
組
）
か
ら
な
る
踊
り

で
、
６
尺
棒
、
小
太
刀
、
鎌
を
道
具
と

し
て
使
い
踊
り
ま
す
。
６
種
類
の
踊
り

が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
４
種
類
し

か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。
薩
摩
の
武
芸
踊

り
の
色
が
濃
く
、
舞
踊
と
い
う
よ
り
は

武
芸
に
近
い
勇
壮
さ
が
特
徴
で
す
が
、

一
方
で
ピ
ン
ク
の
浴
衣
や
帯
を
身
に
ま

と
い
、
目
に
鮮
や
か
な
踊
り
で
も
あ
り

ま
す
。

　

ど
ち
ら
の
踊
り
も
、
戦
後
途
絶
え
て

い
た
も
の
を
地
区
の
有
志
の
皆
さ
ん
が

復
活
さ
せ
、
文
化
祭
な
ど
で
披
露
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
後
継
者
不
足

な
ど
に
よ
り
目
に
す
る
機
会
が
少
な
く

な
り
ま
し
た
。

　

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

も
芦
北
町
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

＊
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係　

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１
（ 

内
線
１
４
５
）   

芦
北
町
指
定
無
形
民
俗
文
化
財　

昭
和
55
年
７
月
１
日
指
定

湯浦手ぬぐい祭

▶日時　５月１日（日）
　　　　午前 10 時〜午後４時
▶場所　湯の香橋前（湯浦東区）
▶内容　・町あるき
　　　　・湯の香太鼓、よさこい恋龍
　　　　・記念ジャンケン大会など
　　　　・約 30 店舗出店
＊問い合わせ先
　湯浦活性化協議会　☎（８６）００６９

コラボ

あしきた de マルシェ

　高齢者の職場開拓と職業相談・紹介を行っていま
す。お気軽にお問い合わせください。
▶相談日　毎週月・水・金曜日午前 10 時〜午後４時
▶場所　芦北地域振興局　福祉課内
▶対象　働きたい高齢者
＊問い合わせ先
　熊本県高齢者無料職業紹介所　芦北相談所
　☎（８２）５３１０

まだまだ元気で働きたい
高齢者のための無料職業紹介

仕
事

英
国
派
遣
事
業
参
加
者
募
集
（
中
学
生
・
高
校
生
）

　

芦
北
町
と
芦
北
町
国
際
交
流
協
会
で

は
、
新
し
い
価
値
観
を
創
造
す
る
力
を
養

い
、
国
際
感
覚
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
英
国
派
遣
事
業
の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

▼
日
程　

７
月
21
日
㈭
〜
28
日
㈭　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

６
泊
８
日
（
予
定
）

▼
内
容　

英
国
の
伝
統
、
文
化
、
歴
史
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、 

異
文
化
体

験
・
交
流
を
実
施
し
ま
す
。

　

①
英
国
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

　
　
（
学
校
訪
問
、
交
流
会
な
ど
）

　

②
英
国
生
活
体
験
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）

　

③
英
会
話
体
験

　

④
英
国
歴
史
文
化
体
験
学
習

　
　
（
大
英
博
物
館
、
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮

　
　

殿
な
ど
）　

▼
派
遣
人
数　

８
人
程
度

▼
費
用
負
担　

旅
行
費
用
の
４
分
の
１　

　
　
　
　
　
　
　
（
10
万
３
千
円
程
度
）

※
金
額
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
保
険
・
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
費
用
な
ど
、

個
人
に
か
か
る
も
の
に
つ
い
て
は
自
己
負

担
と
な
り
ま
す
。

▼
応
募
要
件　

芦
北
町
在
住
の
中
学
生
お

　

よ
び
高
校
生
で
心
身
と
も
に
健
康
な
人

　

※
修
学
の
理
由
で
子
ど
も
が
町
外
に
転

　

出
し
て
い
る
場
合
、
保
護
者
が
町
内
在

　

住
の
と
き
は
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

※
こ
れ
ま
で
に
本
事
業
で
派
遣
さ
れ
た

　

こ
と
が
あ
る
人
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

▼
申
込
期
限　

５
月
12
日
㈭

▼
応
募
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

　

入
の
う
え
、
自
己
紹
介
と
参
加
す
る
理

　

由
を
書
い
た
作
文
を
添
え
て
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。

　

※
作
文
は
選
考
に
影
響
し
ま
せ
ん
が
目

　

的
を
持
っ
て
参
加
い
た
だ
く
た
め
必
ず

　

ご
提
出
く
だ
さ
い
。　

  

▼
申
込
先

　

①
町
内
学
校
通
学
者

　

各
学
校
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

②
町
外
学
校
通
学
者

　

芦
北
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局
に
直
接

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
申
込
用
紙
は
、
芦
北
町
国
際
交
流
協

　

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

　

で
き
ま
す
。

＊
問
い
合
わ
せ
先

　

芦
北
町
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　

(

芦
北
町
役
場
企
画
財
政
課
内
）

　

☎（
８
2
）
２
５
１
１（
内
線
２
５
２
）

イ
ギ
リ
ス
（
英
国
）
で
異
文
化
を
体
験
し
よ
う

第１回

　町内で活動している団体や、今から継続的にま
ちづくりを続けていきたいと考えている人で、一
定の条件を満たすと町の助成が受けられます。
　対象事業には、スポーツ・文化振興・国際交流・
研修助成および地域間交流事業などがあります。
▶請期限　５月 12 日（木）　
＊申込・問い合わせ先
　企画財政課　まちづくり推進係
　☎（８２）２５１１（内線２５２）　

「ふるさとづくり基金運用事業」
助成募集

募
集

携帯電話のサービスエリアが拡大
　次の地域でＮ T Ｔドコモの携帯電話、スマートフォンが
利用できるようになります。※屋内などの環境によっては
電波が入りにくい場所もあります。
●黒岩地区（永谷）　　  平成 28 年２月サービス開始済み
●古石地区（熊ケ倉）　  平成 28 年４月サービス開始済み
《平成 28 年度中に利用できるようになる地域》
●上原地区　●伏木氏地区　●海路地区（内木場）　
※場合によりサービス開始時期が遅れることがあります。

＊問い合わせ先
　ＮＴＴドコモ
　☎０１２０（８００）０００（午前９時〜午後８時）

下白木棒踊り 才木棒踊り
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【
町
民
講
座
】

書
道
（
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

德
尾
惠
里
子

　
「
新
樹
」

編　

集　

後　

記

▼
ま
た
１
年
間
、
広
報
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。
今
年
で
４
年

目
に
な
る
の
で
、
紙
面
の
充
実
に

つ
い
て
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
▼
今
年
の

桜
は
満
開
か
ら
散
る
ま
で
が
あ
っ

と
い
う
間
で
し
た
ね
。
４
月
２
日

は
行
楽
日
和
で
、
お
花
見
を
楽
し

む
家
族
や
団
体
で
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
私
自
身
は
桜
の
咲
く
時

期
は
広
報
の
締
め
切
り
に
追
わ
れ

て
、
花
を
楽
し
む
余
裕
が
あ
り
ま

せ
ん
。
来
年
以
降
は
な
ん
と
か
余

裕
を
作
っ
て
心
ゆ
く
ま
で
花
を
楽

し
み
た
い
も
の
で
す
。　
（
上
野
）

▼
３
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
芦
北

う
た
せ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
。
仮
装
を

し
た
サ
ー
ビ
ス
精
神
旺
盛
な
参
加

者
も
多
く
、
沿
道
に
は
笑
顔
が
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
仮
装
で
臨
む

そ
の
ス
タ
ミ
ナ
と
健
脚
ぶ
り
に
も

驚
き
ま
し
た
。
広
報
係
と
し
て
自

転
車
で
走
っ
た
私
は
、
そ
の
日
の

夜
か
ら
猛
烈
な
筋
肉
痛
。
来
年
の

大
会
の
た
め
（
自
転
車
を
こ
ぐ
た

め
）
に
筋
力
強
化
を
図
る
必
要
が

あ
り
そ
う
で
す
。
▼
新
年
度
が
は

じ
ま
り
ま
し
た
。
心
機
一
転
、
今

年
度
も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ス
ギ
）

「
沈
丁
花
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山 

芳
江

絵
手
紙

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

　

小
・
中
学
生
や
高
校
生
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
寄
附

お 誕 生 お め で と う

　氏　　名　　   出生日　   性別　  保護者　　　区

土本　理
り さ

紗　　  ２. ２８　    女　　 二郎　　   湯浦南

鎌船　咲
さ ら

来　　  ２．２６　    女　　 信也　　   新町

宮川　陸
りく

　　　  ３．  １　    男　　 真也　　   諏訪

白坂　優
ゆ う

羽　　  ３．１６　    女　　 正明　　   田浦１

平生　零
れ お

桜　　  ３．２５　    男　　 祥磨　　   湯南団地

H28. ３. １〜３.31 受付分（敬称略）受付件数５件

※本町窓口に届け出た人で、承認を得た人を掲載しています。
　町外に提出した人で、掲載を希望する場合は、役場総務課
　秘書広報係までご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す

　氏　　名               死亡日　     　年齢　　　　  区　

溝上　チズ　　　 ３．  ２　　　９８　　　大野

川上　ミツエ　　 ３．  ３　　　８８　　　桑原

小﨑　末子　　　 ３．１０　　　８９　　　女島西

川野　政治　　　 ３．１５　　　８６　　　計石西

岩野　忠男　　　 ３．１７　　　９１　　　田浦４   

楠本　幸生　　　 ３．１７　　　６２　　　花岡西

濱田　二二一　　 ３．１８　　　８４　　　小田浦５

野口　昌一　　　 ３．２２　　　７９　　　小田浦５

松岡　益雄　　　 ３．２３　　　７１　　　海浦２

道園　繁雄　　　 ３．２４　　　８３　　　湯浦南

兼田　ツヤ子　　 ３．２７　　　７５　　　田浦１

川上　スエ　　　 ３．２８　　　９１　　　田浦町４

寺川　富行　　　 ３．２８　　　９２　　　豊岡

遠山　良子　　　 ３．２７　　　６７　　　湯浦南

宮島　ハギエ　　 ３．２９　　　９８　　　宮崎

嶋本　マツエ　　 ３．３１　　　９５　　　計石東

H28. ３. １〜３.31 受付分（敬称略）受付件数 20 件

※本町窓口に届け出た人で、承諾を得た人を掲載しています。

佐敷小　募金贈呈日：２月 10 日
募金額：162,235 円
《内容》チャリティーバザー収益金

大野小　募金贈呈日：３月８日
募金額：242,206 円
《内容》募金米、サラダ玉ネギの販売益金

田浦中　募金贈呈日：３月 15 日
募金額：39,475 円
《内容》生徒会による募金活動

湯浦小　募金贈呈日：３月 16 日
募金額：68,963 円
《内容》米、サラダ玉ネギの販売益金

八代清流高校　募金贈呈日：３月 29 日
募金額：13,410 円
《内容》文化祭でのバザー収益金

内野小　募金贈呈日：３月 17 日
募金額：38,920 円
《内容》うちのっ子祭りバザー収益金

田川地区明るい農村農業体験実行委員会
募金贈呈日：４月８日　募金額：30,000 円

《内容》もち米の販売益金

カンボジアに学校をつくる募金
　　募金残高　1,351,583 円

（４月 11 日現在）

募金ありがとうございます
◎佐敷中 学年委員（４月４日）　5,684 円

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
野
ゆ
き
子
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発
行
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／

平
成
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18
日

発
　

行
／

芦
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編

集
／

総
務

課
印

　
刷

／
㈲

芦
北

綜
合

印
刷

〒
869-5498　

熊
本

県
葦

北
郡

芦
北

町
大

字
芦

北
2015

☎
  0966-82-2511

／
FAX  0966-82-2893

http://w
w

w
.ashikita-t.kum

am
oto-sgn.jp

（
再

生
紙

使
用

）

参加チーム募集！
■日時：５月 28 日（土）　予選（一般の部）
　　　　　　 29 日（日）　決勝
■会場：御立岬公園海水浴場特設コート
■参加資格
【一般の部（フレンドリークラス）】
　社会人・高校生の心身ともに健康な男女
【小学生の部】
　小学生の心身ともに健康な男女
【中学生の部】
　中学生の心身ともに健康な男女
【女子の部】
　中学生以上の心身ともに健康な女子
■申込締切　４月 28 日（木）
■参加費（１チーム）　
　一般の部　　　17,000 円
　女子の部　　　10,000 円
　小中学生の部　  5,000 円
　　※選手登録は各部門 10 人以内
　　※小中学生のチームは必ず成人の代表者
　　を置いてください

＊申込・問い合わせ先
　ビーチサッカーフェスティバル実行委員会
　事務局（商工観光課内）
　☎（８２）２５１１（内線１７３）

「
小
さ
な
私
と
大
き
な
愛
展
」

　

○
開
催
期
間　

５
月
10
日
㈫
〜
７
月
10
日
㈰
ま
で

　

○
休
館
日　
　

第
２
・
４
月
曜
日
（
祝
日
除
く
）

　

○
開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

＊
問
い
合
わ
せ
先　

　

星
野
富
弘
美
術
館
☎
（
８
６
）
１
６
０
０

　

平
成
28
年
度
の
展
示
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
美
術
館
は
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

今
年
も
２
ヶ
月
に
１
回
、
展
示
内
容
が
替
わ
り
ま

す
。
各
展
示
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
け
、
富
弘
さ
ん
の

魅
力
や
「
生
き
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
く

予
定
で
す
。

　

屋
外
展
示
の
湯
の
香
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
、
公
募
展

に
出
品
し
た
町
内
の
小
学
生
と
一
般
作
品
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
お
散
歩
つ
い
で
に
湯
町
を
め
ぐ
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▶
「
菊
」
１
９
７
７
年

美
術
館
だ
よ
り

芦北町立

　

４
月
か
ら
星
野
富
弘
美
術

館
の
館
長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
消
防
本
部
で
38

年
間
、
地
域
の
安
全
・
安
心

に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

星
野
富
弘
作
品
の
『
素
晴

ら
し
さ
』、『
命
の
輝
き
』、

『
癒
し
』
が
来
館
者
に
伝
わ

る
よ
う
な
、
心
の
安
ら
ぐ
美

術
館
と
し
て
さ
ら
に
発
展
さ

せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岩
田 

繁
義

岩田 繁義
（いわた・しげよし）
1954 年生まれ。
芦北町大字田浦町出身。
1977 年、水俣芦北広域
消防本部に入庁。2011
年消防長に就任し、地域
の消防体制の充実に尽力。
2015 年退任。４月から
新館長に就任。

新
館
長
就
任
あ
い
さ
つ


